
○国は、「地球温暖化対策計画」（2021年10月閣議決定）の中で、2030年度の温室
 効果ガス排出量の46％削減（2013年度比）、2050年までのカーボンニュートラル
（脱炭素）を目標としています。
○本市においては、「千葉市地球温暖化対策実行計画」（2023年3月策定）の中で、
 2030年度の市域の温室効果ガス排出量の48％削減（2013年度比で産業部門を
 除く）、2050年までの市域のカーボンニュートラル（脱炭素）を目標に掲げています。

＜千葉市の温室効果ガス排出削減イメージ＞＜カーボンニュートラル（脱炭素）とは＞

温室効果ガスの排出を実質ゼロとすることを指します。
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１．温室効果ガス削減目標
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2千葉市選定

２．脱炭素先行地域



○グリーン・レジリエント・コミュニティ（市有施設＋民間施設）
市有施設等に太陽光発電設備と蓄電池を設置するとともに、
清掃工場のごみ発電電力を有効活用することで、
再生可能エネルギーの地産地消や災害時のレジリエンス向上
を図ります。

○グリーン・ZOOエリア（動物公園地区）
動物公園への太陽光発電設備やバイオマスボイラー導入やモノレール動物公園駅舎の
脱炭素化、周辺地域における環境負荷の少ない住宅（ZEH）開発により、快適な住環境
を整備し、定住人口の増加を目指します。

○グリーン・MICEエリア（幕張新都心地区）
MICE施設やイオンモール等で開催されるイベントの脱炭素化を進めるほか、市補助金を活用
したMICE誘致により、交流人口の増加や地域経済の活性化に取り組みます。

３．千葉市の脱炭素先行地域事業
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約１００か所に導入を予定
（R２～R４で１４０施設導入済み）
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